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インタビュー

　　　衛星リモートセンシング画像

リモートセンシングから見る環境と災害

羽柴先生は測量学がご専門ですが、人工衛星による地球観測の技術とはどのようなものなのでしょうか？。また土木

工学の分野でどのように利用・活用されているのでしょうか？リモートセンシングやドローンを用いた測定を行って

いる羽柴先生のご研究活動から、そのヒントを伺いました。 

Ｑ：�リモートセンシングとは何ですか？

Ａ：�遠隔探査や遠隔調査の意味で、直接その場所に行かなくても遠隔から対象を観測する技術です。

なかでも地球を周回する人工衛星（地球観測衛星）に搭載された様々なセンサを用いて、地

球の地表面の状態を観測する方法を衛星リモートセンシングといいます。身近な例としては、

天気予報でよく登場する気象衛星による雲や台風の動きの画像情報などもこれにあたります。

この方法は、測量・地図作成や環境・災害調査に効果的に役立てられます。また、高い分解

能で観測することができるセンサを使用すると、地表の非常に詳細な調査が可能で、樹木の

本数や道路上の自動車の数まで調査できるものもあります。

Ｑ：�主にどのような研究をされていますか？

Ａ：�衛星リモートセンシングをベースに，GIS（地理情報システム）など様々な空間情報を利用して、

土木工学に関する大規模自然災害・今後の防災・復興や、自然環境・都市環境の環境調査と

評価のための研究を行っています。様々な地震・豪雨災害など、自然災害の際は迅速な災害

の把握と、詳細な分析が求められます。地球観測衛星からの観測は、災害時になくてはなら

ない情報取得手段となっており、自然災害の調査手法開発や、災害の分析、さらに被災後の

復興過程の継続的な調査を行っています。また、都市環境や自然環境を取り巻く様々な環境

要素を衛星観測から把握する研究も推進しています。特に都市域における緑地や樹木などの

自然環境の分布特性などを高い分解能でのセンシングデータから調査しています。

Ｑ：�研究室ではどのような活動をされていますか？

Ａ：�衛星リモートセンシングに加えて、最近話題が多い UAV（ドローン）技術も研究活動に取り入

れ、より近距離からの空撮技術を利用した災害・環境調査への応用研究を進めています。研

究室ではドローンの操縦技術向上のための練習会や、ドローンによる空撮から地表面の様々

な情報取得を体験したり、ドローンをキーワードに新たなリモートセンシングの幅を広げて

います。また、災害時に要救援者がいる場所を上空から特定するための支援として、衛星観

測時に地表の物体やサインを実際に映し込むためのアイデアコンテストなど、衛星リモート

センシングを始めとした様々な空間情報技術を体感できる企画を多数行っています。
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 UAV（ドローン）による地形の３D 測定

　　　衛星画像解析による植生分布（図中の緑色領域）
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